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プラグインのインストール手順

WordPress
管理画面

• WordPressの管理画面にて［プラグイン］メニューでインストール
• Zipファイルをアップロード

有効化

• プラグインを有効化

設定

• Paidのサイトより取得したAPI認証コードを設定



プラグインのインストール
会員ページ「ダウンロード」メニューより
入手したZIPファイルを選択し、
「今すぐインストール」ボタンを押します。



プラグイン設定ページを開く

クリックするとプラグインの設定
ページが開きます。



プラグインの設定
チェックを入れます。

Paid発行のAPI認証コードを入力します。

Paidアカウントがインボイス対応オプション設定
済みならチェックを入れてください。

Paidに送信される決済金額に消費税を含める
か、除外するかを設定できます。通常は
「WooCommerce設定に準拠」で問題ありませ
ん。

Paidアカウントに複数店舗を連携している場
合、識別用の前置文字列を設定します。
1店舗のみなら空欄で構いません。

最後に「変更を保存」ボタンを押して設定を反映
します。



Paid決済手段の反映確認

顧客がPaid審査を通過し、Paidより発行された「貴社
番号」がWordPressのシステムに反映されると、
WooCommerceの支払いページに決済手段「Paid」
が表示されるようになります。

顧客自身に申請してもらう場合は次項目で解説する
「Paid審査」ページを案内してください。
顧客のPaid審査は、店舗経営者がPaid管理画面「取
引先の登録」から申請することもできます。



「マイアカウント > Paid審査」ページ
ショップのフロントエンドに「マイアカウント > Paid審査」ページが
自動生成されています。

顧客がPaid決済手段の利用を
希望する場合、Paid審査ペー
ジより申請できます。

審査を通過すると自動的に
WordPressのシステムに連携
され、Paid決済手段が使用可
能になります。



「Paid審査」ページが開かない場合の対処

(*1) WordPressはURLとページの対応関係を管理するルールファイルをサーバー上に保持しています。「変更を保存」を実行すると、設定値に変更がなく
てもこのルールファイルが再生成されます。固定ページが正しく表示されない場合はルールファイルが古い状態や不整合な状態になっていることが多く、
この問題は再生成によって解消されます。
確実に反映させるため、「変更を保存」は 2回連続して実行してください。

プラグインのインストール後、環境によっては「Paid
審査」ページが正しく開けない場合が稀にあります。

その場合は管理画面「設定 > パーマリンク設定」
ページを開き、何も変更せずに「変更を保存」ボタン
を押してください。

最大2回押すことで確実に反映されます。(*1)



Paidアカウントを発行済みの顧客

マイアカウント「Paid審査」ページ以外でPaid
アカウントを発行した顧客については、Paid
より発行された「貴社番号」を「PAIDでのお客
様番号」に設定してください。再度の審査は
不要です。



キャンセルと返金処理について

1. Paid審査で可決済みのお客様は、WooCommerce支払いページにてPaid決済が選択できるよ

うになります。

2. WooCommerceの支払いページで「注文する」ボタンが押された後、お客様の利用可能額などに

問題がなければ注文完了となります。

（※WooCommerce管理画面では該当の注文は「処理中」ステータスになります。）

3. WooCommerce管理画面で注文のステータスを「キャンセル済み」に変更すると、Paidにも情

報が送信され、「注文取消」となります。

（※例外あり。5番を参照）

4. 出荷の完了後などに、WooCommerce管理画面から注文を「完了」ステータスに変更すると、

Paidにも情報が送信され、受注確定となります。

5. Paidでの受注確定後に返金する必要が生じた場合には、WooCommerce管理画面からは操作

できません。Paid管理画面から返金処理を行ってください。


